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論 文 内 容 の 要 旨 
 アンフィジノール類は強力な溶血活性および抗菌活性を示す一群の化合物である。申請者は本論文の前半部におい
て、実験室において培養した渦鞭毛藻 Amphidinium klebsii より、新たに AM7、AM14、AM15 と命名した新規類











論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 渦鞭毛藻は、特徴的化学構造と強力な生物活性を有する二次代謝産物を生産することで知られており、天然物化学









Morsy 氏は、再構成リポソームを用いた詳細な実験の結果、主要な赤血球膜脂質であるグリコフォリン A に対する親
和性および再構成リポソームにおける活性の顕著な増強を認めた。この結果は、アンフィジノールとタンパク質の相
互作用を示した最初の例であり高く評価される。 
 このように、Morsy 氏の研究は、特徴的な膜透過性増大作用を有するアンフィジノールの研究をさらに推し進め、
貴重な新知見を数多くえた点においても学術的意義が大きい。以上のように、本論文は博士（理学）の学位論文とし
て十分価値あるものと認める。 
